
発行者：中村　聡 / 発行：（公社）日本鍼灸師会　www.harikyu.or.jp

686No.
2023年（令和5年）7月26日発行

全頁カラー版は
ホームページに掲載

定時代議員総会報告
決議事項ののち役員選挙がおこ
なわれ、理事１７名・監事2名が当
選しました。

２０２３年６月１８日（日）、第２回理事会が開催され、中村聡氏が代表理事に選任されました。

全国大会in近畿案内
いよいよ全国大会まで３か月、
８月１日（火）よりお申込みの受
付けを開始いたします。

鍼灸大学研究紹介

森ノ宮医療大学の研究を２本ご
紹介します。
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新任師会長紹介

新しく会長に就任された全国師
会の新任師会長をご紹介いた
します。

▶▶ P8

新会長に中村聡氏が選任
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激変した環境に適応するための発想と行動へ

新 任 挨 拶

　３年半におよぶ新型コロナウイルスとの闘いで、患者の皆
さんも鍼灸師も経験したことのない多くの犠牲を払い、ポス
トコロナの新しい時代に向けて希望の光をみいだしながら、
耐え抜いてきた昨今です。
　こうした大きな時代の変化のなかで、日本鍼灸師会の会長
という極めて重要な職責を担わせていただくことになり、改
めて責任の重さを実感しております。
　今後の日本社会で、はり師・きゅう師の役割は今まで以上
に嘱望されるものと思われます。そのためには日本鍼灸師会
のこれまでの目標とともに、鍼灸の普及によって国民に鍼灸
師が広く認知されるよう活動し、鍼灸師にとって働きがいの
ある環境づくりをすることに組織活動の重点を置くことが必
要であると思います。
　超高齢社会と労働力の不足が深刻化する２０４０年問題で
は、社会保障制度の崩壊危機が予想され、給付と負担の見直
しも予測されています。私たち鍼灸師が社会で果たすべき役
割として、若者の健康維持増進と高齢者の健康寿命延伸があ
ります。
　その役割を全うするためには、医療従事者の方々に、会員
はもとよりすべての鍼灸師に対して理解と協力を得ること
と、国をはじめとする関係機関と私たちの組織が連携するこ
とが不可欠です。
　そこで、今期はこれまで以上に対外活動に重きを置き、鍼
灸学術専門団体や鍼灸の教育機関との結びつきをより強固に
し、知見に基づいた鍼灸施術が国民に周知され、鍼灸施術の
受療率が高まるよう積極的に活動を進めていきたいと考えて
います。
　その具体的な活動に関連することとして、令和６年度には
社会保障費改定、医療・介護・障害のトリプル改定がおこな
われます。次回の改定は前述した２０４０年問題を見据えた
ものでもあり、社会保障制度は大きく影響を受けます。

　現在の日本の社会保障制度は高齢化社会への対応を目指し
て構築されていますが、２０４０年問題を鑑みると、現行の
医療保険制度のなかで高齢者の医療費は大きく増加すると予
想され、また、社会保障の持続的運用を鑑みると、医療制度
の改革や財源の見直しが図られると思います。
　そして医療や介護の包括的対策で経費の削減を求められ、
私たちが取り扱う「あはき療養費」も大きく影響を受けると
思われます。社会保障制度の持続可能性を確保するためには
財源の確保が欠かせませんが、同時に支出の見直しや効率的
な予算配分など、財政の健全化を図ることとなります。
　私たち鍼灸師は低コストで利用者満足度を高めるサービス
を提供できますが、財政の健全化という目線で考えると、サー
ビスに見合った効果を上げることができなければ、あはき療
養費制度の継続は危ぶまれます。ただ漫然と施術をおこなう
ことなく、「治す」あはき施術が求められます。日本鍼灸師
会は、社会に求められる鍼灸師育成を通して鍼灸師を守らな
ければなりません。全国の各都道府県鍼灸師会と連携し、日
本鍼灸師会の会員数増により、役員の保険者へのアプローチ
や利用者への周知活動をおこなう活動費を増やすことができ
ます。
　このたびの役員改選で、理事会は前例のない新人理事が多
数の構成となりました。目まぐるしく変化する日本で、時代
の変化にうまく対応すべく既存事業の見直しをおこない、短
期的中長期的目的に対して理事一人ひとりから声を聴きなが
ら想像し、目的達成に向けた合理性をもった組織づくりを考
えています。また、全国の代議員の皆さんから承認された再
任理事の経験に加え、新任理事が持つ感性にも大いに期待し
たいと思い、各委員会を担っていただくこととしました。
　今後ますます変化する社会に求められる鍼灸師像を想像す
るだけでなく、現実化させていきます。これから２年間、各
理事は自身の思いを書いた立候補所信表明の内容を基に事業
に取り組まれることと思います。意思決定の場の理事会では、
横断的に多くの意見を出し合い議論する場として、決定した
事項に対してはこれを成し遂げるよう同じ方向を向かなけれ
ば進展はありません。役員全員が一丸となり業務を進めてま
いります。
　日本鍼灸会はこれからも全国の各都道府県鍼灸師会と協力
し、誰からも信頼を寄せていただける組織となるよう努める
とともに、医療を取り巻く環境が大きく変化してゆくなかで
も中心軸が揺らぐことがないように、国民の健康維持の増進
を優先目標に据えて活動していきたいと考えています。
　皆さまのご意見に耳を傾けつつ時代に適応した活動を進め
たいと思いますので、ご支援ご協力をいただきますようお願
い申し上げます。

公益社団法人 日本鍼灸師会

会長 中村　聡



【日　時】２０２３年（令和５年）６月１８日（日）
　　　　　	１３：００～１５：５５
【場　所】ステーションコンファレンス万世橋
【代議員数】総数９１名、定足数４６名
【出席代議員数】本人出席６６名、委任状による出席２５名
【役員ほか】理事１４名、監事３名、委員長１名
【オブザーバー】岡田事務局長
【司　会】寺川業務執行理事
【議　長】稲井一吉代議員　【副議長】飯塚季也代議員
【議事記録】寺川業務執行理事
【議事録署名人】議長、副議長、議事録署名人
１．開会の辞　
　中村副会長より開会の辞が述べられた。
２．会長挨拶　
　要会長より挨拶が述べられた。
３．議長・副議長の選出
　司会の寺川業務執行理事から指名された稲井一吉議長と飯
塚季也副議長が席につき、稲井一吉議長から定款第１９条の規
定による定足数の確認がおこなわれ、過半数の出席を認め、
本総会の開会を宣し、議事に入った。

４．代議員総会の議事経過の要領およびその結果
【報告事項】
第１号議案　２０２２年度事業報告の件
第２号議案　２０２２年度事業報告の附属明細書の件
第３号議案　２０２３年度運営方針、事業計画および収支予算
　書の件
第４号議案　２０２３年度資金調達および設備投資の見込みを記
載した書類の件

　副議長は、２０２２年度事業報告の件、２０２２度事業報
告の附属明細書の件を上程し、次に、２０２３年度運営方針、
事業計画および収支予算の件を報告した。
　また、２０２３年度資金調達および設備投資の見込みを記
載した書類の件について上程し、そのなかで、本報告議案は
既に理事会で説明し承認を得ている旨を報告した。

sy【決議事項】

第１号議案　２０２２年度貸借対照表の件
第２号議案　２０２２年度損益計算書（正味財産増減計算書）の件
第３号議案　２０２２年度貸借対照表及び損益計算書（正味財
産増減計算書）の附属明細書の件
第４号議案　２０２２年度財産目録の件
　議長は、第１号議案から第４号議案を一括上程し、担当理事
による追加説明がなされた。その後、議長がその可否を問う
たところ、過半数の承認を得られたことを報告した。
第５号議案　役員選任規程の件
　担当者より上程理由の説明がなされた。会場より追加の質
問があり、担当者が回答した。その後、議長がその可否を問
うたところ、過半数の承認を得られたことを報告した。
第６号議案　定款変更の件
　担当者より上程理由の説明がなされた。会場より追加の質
問があり、担当者が回答した。その後、議長がその可否を問
うたところ、４７票の賛成のため、特別決議に必要な三分の
二以上の承認を得られず、否決された。担当者より、定款の
改定をおこなっても、外部より監事を受け入れることを妨げ
るものではないこと、また、この定款の条文を残すことで、
たちまち定款違反となること、現行の役員選任規程におい
て、被選挙権が会員にしかないことを修正し、今後の選挙に
備えることなどの説明があったが、定款より「監事のうち、

２０２３年度定時代議員総会 開催報告

正副議長による進行

出席の代議員
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１名を会員外とする」との文言を削除することにより、今後、
外部から監事を受け入れなくなることを懸念する発言が多
く、否決された。
第７号議案　理事選任の件
第８号議案　監事選任の件
　稲井議長より、役員選任規程第１４条に従い、投票に先立
ち候補者２３名の所信表明演説をおこなうことが確認され、
深澤選挙管理委員長より、所信表明の機会が与えられた。深
澤選挙管理委員長より、定員１７名のところ２０名が立候補
したため、選挙をおこなうことを伝えられ、投票の結果１７
名が当選し、当選人は全員その場で就任を承諾した。

　深澤選挙管理委員長より、監事については、定員２名のと
ころ３名が立候補したため選挙をおこなうことが伝えられ、
投票の結果２名が当選し、当選人は全員その場で就任を承諾
した。

役員（理事・監事）選挙結果
投票代議員数９1名／過半数４6以上

抽選順 氏名 得票 所属師会 推薦

	【理事】

１ 荒木　善行 ６８ 大阪府 師会

２ 矢津田善仁 ７６ 福岡県 師会

３ 菅野　幸治 ８３ 東京都 師会

６ 安田　政寛 ７５ 長野県 師会

７ 小林		　	厳 ５０ 宮城県 師会

８ 中村　			聡 ８３ 静岡県 師会

１０ 南		　	治成 ６８ 大阪府 師会

１１ 河原　保裕 ６７ 埼玉県 師会

１２ 寺川　華奈 ７４ 愛媛県 師会

１３ 田中　一行 ８３ 群馬県 師会

１４ 是元　佑太 ７６ 北海道 師会

１５ 児山　俊浩 ７８ 愛知県 師会

１６ 川井　大輔 ６９ 東京都 師会

１７ 要　　信義 ７５ 福岡県 師会

１８ 小林潤一郎 ８６ 東京都 師会

１９ 新名　美恵 ６９ 大阪府 師会

２０ 永島　茂雄 ７０ 千葉県 師会

（理事立候補２０名　１７名が過半数取得）

	【監事】

１ 定池　　寿 ７６ 石川県 師会

２ 大口　俊德 ５４ 埼玉県 代議員

（監事立候補３名　２名が過半数取得）

５．審議の終了
　稲井議長は以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ
られた。
６．閉会の辞
　南副会長より閉会の辞が述べられ、１５時５５分に閉会し
た。

候補者による所信表明演説

当選した新役員

深澤選挙管理委員長

退任者の挨拶
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理事会報告「新会長に中村聡氏が選任」

【日　時】２０２３年（令和５年）６月１8日（日）	
【場　所】ステーションコンファレンス万世橋
【出席者】１９名（理事１７名、監事２名）
【議　長】南　【議事記録】岡田
【議事録署名人】中村、大口、定池
【議　題】
１．決議事項
　第１号議案　代表理事選任の件

　定時代議員総会で選任された新しい理事および監事によ
る理事会が開催され、南理事より説明があり、最初に議長
の選出が行われ、南理事が議長を務めることとなった。
　代表理事の選任についての審議で、出席理事から中村聡
氏が推挙された。また、要信義氏の立候補があり、投票で
決めることとなったが、時間の関係で継続審議となった。
　その後、１６時から開催された日本鍼灸師連盟総会が一
時閉会し、第２回理事会が再開され、代表理事を決める投
票がおこなわれた結果、１０票を得た中村聡氏が代表理事
に選任された。

【日　時】２０２３年（令和５年）６月１９日（月）	
	 １０：００～１２：００
【場　所】ステーションコンファレンス万世橋
【出席者】１９名（理事１７名、監事２名）
【議　長】中村　【議事記録】岡田
【議事録署名人】中村、大口、定池

第２回理事会

第３回理事会

公益社団法人日本鍼灸師会	新役員

代表理事	
（会長）
中村　聡

業務執行理事
副会長③
安田　政寛

業務執行理事
（組織・国際）
新名　美恵

業務執行理事
（学術・組織・法人）
河原　保裕

理　事
（広報）

矢津田　善仁

理　事
（国際・普及・青年）

川井　大輔

監　事
大口　俊德

業務執行理事
副会長①

小林　潤一郎

業務執行理事
（地域ケア・健保）
菅野　幸治

業務執行理事
（国際）
南　治成

業務執行理事
（広報普及ＩＴ・青年・研修）

田中　一行

理　事
（全国大会）
要　信義

理　事
（危機管理・スポーツ）

小林　厳

業務執行理事
副会長②
児山　俊浩

業務執行理事
（法人・学術・研修）
永島　茂雄

業務執行理事
（研修）
荒木　善行

業務執行理事
（危機管理・ＩＴ・スポーツ・法人）

是元　佑太

理　事
（広報）
寺川　華奈

監　事
定池　寿
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【議　題】
１．報告事項
　中村会長より挨拶および理事会の進行についての説明と、
５月末時点の会員数報告があった。要理事より今後の会議等
について、出席者の確認があった。永島理事よりメーリング
リストの作成について確認があった。
２．決議事項
第１号議案　業務執行理事選任の件
　　中村会長より、新理事の中から９名（荒木善行・河原保
裕・菅野幸治・小林潤一郎・児山俊浩・永島茂雄・新名美
恵・南治成・安田政寛）を業務執行理事として選任したい旨
の発言があり、全員に諮り承認された。

第２号議案　副会長選任の件
　　中村会長より業務執行理事の中から、３名（小林潤一郎・
児山俊浩・安田政寛）を副会長に指名したところ、異議なく
承認され、３氏は就任を承諾した。

第３号議案　役員会務分掌の件
　　中村会長および小林副会長が各理事の意向をヒアリングし
たうえで検討し、次回の理事会にて決定したいと説明があっ
た。

第４号議案　事務局長任期更新の件
　　南業務執行理事から趣旨説明があり、可否を問うたところ
全会一致で承認された。

第５・６号議案　補助スタッフ推薦書の件
　　中村会長より趣旨説明があり、可否を問うたところ全会一
致で承認された。

第７号議案　大学病院内での鍼灸施術混合診療限定解除を考
える現状把握の調査チーム立ち上げについての件　および
第８号議案　広島大学病院漢方診療センターの今後のかか
わり方についての件

　　要理事より趣旨説明があり、中村会長から委員会を立ち上
げて調査をし、委員会で検討する提案がなされ、可否を問う
たところ全会一致で承認された。

第９号議案　日鍼会事務所災害時備蓄についての件
　　矢津田理事より趣旨説明があり、可否を問うたところ全会
一致で承認された。

第１０号議案　全国大会開催申請の承諾についての件
　　第１９回全国大会について永島業務執行理事より趣旨説明
があり、矢津田理事より一部申請書に訂正がある旨報告が
あった。可否を問うたところ全会一致で承認された。

３．その他
　南業務執行理事より年間計画表を配布すると話があった。
４．監事講評

【日　時】２０２３年（令和５年）７月３日（月）	
	 ２０：００～２２：５４
【場　所】Ｗｅｂ会議
【出席者】１９名（理事１７名、監事２名）
【司　会】小林(潤)【議　長】中村　【議事記録】岡田
【議事録署名人】中村、大口、定池

第４回理事会

【議　題】
１．報告事項
　小林副会長より６月末現在の会員数報告があった。
２．審議事項
第１号議案　業務執行理事追加選任と会務分掌の件
　　中村会長より新たに２名（是元佑太・田中一行）を業務執
行理事として選任したい旨の発言があり、審議の結果、可否
を問うたところ全会一致で承認された。小林副会長から外部
監事について探している最中と報告があった。会務分掌につ
いて、数名の理事から個々の分掌根拠や引継ぎ期間の問題、
新任理事の兼務等について質問があった。新任理事からも
業務内容について質問があった。十分な審議をおこなった結
果、賛成９・反対３・棄権５で承認となった。

第２号議案　シティハウス南大塚レジデンス１階区画２入居
申込みの扱いの件

　　小林副会長から趣旨説明があり、可否を問うたところ全会
一致で承認された。

第３号議案　正副会長会議運営規程の一部改正の件
第４号議案　会務運営規程の一部改正の件
　　小林副会長から第３号・第４号議案について同時に審議
いただきたい旨説明があった。理事より公益法人が厳しく
なっている時にこの改正案はどうか、法人管理の役割とは、
チェック機能はあった方がいいのではないか等の意見があ
り、審議のうえ、採決を求めた結果、賛成７・反対６・棄権
４で過半数に達しないため、否決となった。

第５号議案　セイリン（株）合同就職説明会参加の件
　　新名業務執行理事から趣旨説明があり、審議の結果、全会
一致で承認された。　　

第６号議案　医学系学会・イベントにセイリン（株）が出展
する際の協力についての件

　　児山副会長から趣旨説明があり、審議の結果、全会一致で
承認された。

第７号議案　準会員申込フォームの都道府県師会の使用と
フォーム改善の件

　　新名業務執行理事から趣旨説明があり、審議の結果、内容
の再検証と改善策を提案することとし、上程を取り下げた。

３．その他
１）代表理事選任の提案の件について　
　小林副会長から、議案上程された内容について考えを示さ
れ、それについて決議を求めるのか問われた。
　寺川理事から、この件について公益法人の理事として再度
振り返り整理したもので、新任理事の方も含め全員で考えて
いただきたいとの説明があった。理事から、総会での流れや
それに伴う行動について意見や反省が述べられた。また、他
の理事からは、議案上程書であるので決議をするべきとの意
見があった。十分な意見や発言があり、議案上程に対する決
議を求めた結果、議案に対する賛成３・反対１１・棄権３と
なり否決された。
４．監事講評

（報告：法人管理委員会）
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第１回理事会報告

【日　時】２０２３年（令和５年）５月１４日（日）	
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１５名、監事２名、委員１名）
【議　長】要
【議事記録】岡田
【議事録署名人】要、仲野、浜田

【議　題】
１．報告事項
ア．職務執行状況報告の件
イ．監査報告について
　寺川法人管理担当業務執行理事より前日の監査会につい
て報告
ウ．２０２３年４月３０日現在会員数報告について
　寺川法人管理担当業務執行理事から報告
エ．第１８回日鍼会全国大会in近畿事業計画書について
　永島学術担当業務執行理事から事前配付資料に基づき
報告
オ．(一社)愛知県鍼灸師会への回答について
　要会長から事前配付資料に基づき説明、日鍼会と全鍼師
会は一緒になることはないとの考えも示された。

２．決議事項
　第１～３号議案　休会に伴う会費等の減免等申請書の件

(３名)
	 　要会長より説明があり、新書式で再提出を依頼するこ
ととなり、審議の結果、可否を問うたところ全員一致で
承認された。

　第４～５号議案　賛助会員規程改正の件
	 　新名組織担当業務執行理事より上程があり、寺川法人
管理担当業務執行理事および堀口研修担当業務執行理事
より説明があった。児山広報普及ＩＴ担当業務執行理事
より賛助会員の会費の見直しの提案があった。審議の結
果、定款の見直しと会費の件も含め組織委員会で検討し
再提出となった。

　第６号議案　監事の定款変更の件
	 　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。審議の結果、可否を問うたところ全員一致で承認さ
れた。

　第７号議案　ブロックの件
	 　要会長より趣旨の説明があり、児山広報普及ＩＴ担当

業務執行理事より補足説明があった。関東信越ブロックは
「関東甲信越ブロック」に、中国四国ブロックは「中国・
四国ブロック」に変更について審議の結果、可否を問うた
ところ全員一致で承認された。

　第８号議案　２０２３年度定時代議員総会開催日時、決議
事項および開催通知の件

	 　寺川法人管理担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。新名組織担当業務執行理事から質問があった。一部
時刻について修正があったが、審議の結果、可否を問う
たところ全員一致で承認された。

　第９号議案　２０２２年度事業報告の件
　第１０号議案　２０２２年度事業報告の附属明細書の件
　第１１号議案　２０２２年度決算報告の件
	 ・２０２２年度貸借対照表の件
	 ・２０２２年度損益計算書(正味財産増減計算書)の件
	 ・２０２２年度貸借対照表および損益計算書（正味財産

増減計算書）の附属明細書の件
	 ・２０２２年度財産目録の件
	 　寺川法人管理業務執行理事より事前配付資料に基づき
趣旨の説明があった。審議の結果、可否を問うたところ
全員一致で承認された。

　第１２号議案　第９～１１号議案に対する監査の件
	 　浜田監事より監査報告についての説明があった。審議
の結果、可否を問うたところ全員一致で承認された。

　第１３号議案　資産取得資金「修繕建替積立金」の設置の件
	 　南副会長より趣旨の説明があった。審議の結果、可

否を問うたところ全員一致で承認された。
　第１４号議案　全日本鍼灸学会神戸大会参加および演題発
表の件

	 　矢津田危機管理担当業務執行理事より趣旨の説明
があった。審議の結果、可否を問うたところ全員一
致で承認された。

　第１５号議案　生涯研修参加証明書についての件
	 　矢津田危機管理担当業務執行理事より趣旨の説明
があった。また、永島学術担当業務執行理事より補
足説明があり、審議の結果、可否を問うたところ全
員一致で承認された。

　第１６号議案　粕谷大智先生からの相談による顔面神経麻
痺に関するオンライン動画講座（刹那塾主催）の告知に
ついての件

	 　小林健保担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。堀口研修担当業務執行理事から意見があり、審
議の結果、可否を問うたところ全員一致で承認され
た。

　第１７号議案　全国大会開催準備における手順書作成
（案）の件

	 　永島学術担当業務執行理事より趣旨の説明があっ
た。追加事項がある場合、５月末までにメールで提
出となった。審議の結果、可否を問うたところ全員
一致で承認された。

　第１８号議案　広島大学病院漢方診療センター鍼灸師の研
修生募集を日鍼会が手伝う件

	 　要会長より趣旨の説明があった。数名の理事から
意見等が多々あり、審議の結果、募集のアナウンス
はするが人材の選定準備には１年ほどかかると回答
することで、全員一致で承認された。

３．その他の協議事項
ア．【提案】１０年後、２０年後、３０年後の社会情勢
と鍼灸について、日本鍼灸師会の活動を考える。

イ．書籍の件
　　寺川法人管理担当業務執行理事より、所蔵古書の件
で報告があった。著作権の件についてご意見がある
方は１週間以内にご連絡をいただきたい。

ウ．Ｃａｒｅ	Ｓｈｏｗ	Ｊａｐａｎ	２０２４の件
　　大口イベント推進担当業務執行理事より説明があっ
た。

エ．７月３０日開催の第６回ＤＳＡＭについて
　　矢津田危機管理担当業務執行理事より、中和医療専
門学校で実施すると説明があった。

４．監事講評
（報告：法人管理委員会）
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参加費
懇親会 スターゲイトホテル関西エアポート	４F鳳の間（参加費 10,000 円）

観光案内
りんくうプレミアム・アウトレット（左）
りんくうプレジャータウンシークル（右）
共に会場から徒歩5分ほどの商業施設です。

 　　　 　　　ご参加のお申込みはコチラ ➡︎

会 員 ・ 準 会 員 事前 10,000 円 当日 12,000 円
非 会 員 事前 12,000 円 当日 14,000 円

学 　 　 生 事前			3,000 円 当日　5,000 円
学 生 （ 団 体 ） 事前			2,000 円（５名以上）

第１8 回 公益社団法人 日本鍼灸師会

全国大会 in 近畿
　いよいよ全国大会まで３か月、８月１日（火）よりお申込みの受付けを開始いたしました。
　大会プログラム（公開講座・シンポジウム・専門講座・要穴カルタ大会）も決まり、着々
と準備を進めております。また、会場ホワイエにて・体験コーナー・業者展示・縁日・お土
産を盛り込んで、参加者全員が楽しめる大会となっております。また、懇親会もございま
すので会員同士の交流を存分にしていただきたいと存じます。
　大会内容につきましては、大会ホームページ（下記QRコード）
にてご確認下さい。皆さまのご参加をお待ちしております！

「わが街、はり・きゅうのある暮らし～バック・トゥ・ザ・鍼灸～」

会　期 開催方式
会　場

令和５年１０月２１日（土）・２２日（日） 現地開催

スターゲイトホテル関西エアポート（大阪府泉佐野市りんくう往来北１番地）

全国大会 in 近畿 PV全国大会 in 近畿 HP

	主　　　催　公益社団法人	日本鍼灸師会　		　　　　　　主　　　管　公益社団法人	日本鍼灸師会	近畿ブロック
	担　　　当　公益社団法人	日本鍼灸師会	近畿ブロック　	支援事業者　西鉄旅行株式会社	　　
	大会事務局　第１８回	公益社団法人	日本鍼灸師会全国大会	事務局
　　　　　　	〒５３０－００3７	大阪府大阪市北区松ヶ枝町６－６　　公益社団法人	大阪府鍼灸師会	事務局内
　　　　　　	☎ 06－6351－4803　FAX	06－ 6351－4855

▲

新しく会長に就任された全国師会の新任師会長をご紹介いたします。（７月 26日現在／敬称略）

茨城県師会
坂本　一志

埼玉県師会
山口　　智

東京都師会
小林潤一郎

富山県師会
澤田　勝芳

長野県師会
大窪　隆人

大阪府師会
堀口　正剛

徳島県師会
堀本　隆久

長崎県師会
高比良伸哉

全国師会 新任師会長 紹介
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代議員補欠選挙のお知らせ
２０２３年６月１９日

公益社団法人日本鍼灸師会
代議員選挙管理委員会
委員長　深澤　栄一

　日本鍼灸師会石川県選挙区において代議員に欠員が生じました。同選挙区には補欠代議員がおりませんので、下
記の要領にて代議員補欠選挙を実施いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代議員補欠選挙実施の８月１９日公示について
　
　標記について、公益社団法人日本鍼灸師会代議員選挙規則第１５条第１項の規定に基づき、石川県選挙区におい
て下記のとおり公示する。

記
１．補欠選挙実施選挙区　石川県選挙区（７月２０日在籍の石川県師会会員が選挙権・被選挙権を有する）
２．改　選　定　数　　　１名
３．立候補受付期間　　　２０２３年８月１９日（土）から２０２３年８月２３日（水）
４．立候補届提出先　　　石川県選挙区選挙管理責任者
５．投　票　方　法　　　石川県選挙区選挙管理責任者宛郵送方式　単記無記名投票
６．投　　票　　日　　　２０２３年９月１８日（月・祝）		１７時必着
７．開　　票　　日　　　２０２３年９月１８日（月・祝）		１８時～
注：代議員補欠選挙実施についての詳細は、当該選挙区師会長および選挙管理責任者へお知らせしておりますので、
ご不明な点は師会長もしくは選挙管理責任者へお問い合わせください。

以上

代議員交代のお知らせ
公益社団法人日本鍼灸師会
代議員選挙管理委員会
委員長　深澤	栄一

　日本鍼灸師会の代議員について、下記選挙区で辞任届が提出され、補欠代議員が繰上げ当選となりましたのでお知
らせいたします。

埼玉県選挙区：河原	保裕　⇒　村上　	悟
大阪府選挙区：荒木	善行　⇒　堀口	正剛

東北６県鍼灸師会情報交換 W ｅｂ会議

【日　時】２０２３年（令和５年）６月２５日（日）
【会　場】Ｗｅｂ会議（秋田県由利本荘市）
【出席者】１７名
	 日鍼会：中村会長、小林副会長
	 青森３名、岩手２名、宮城４名、福島２名、
	 秋田２名、山形２名
■師会長会議（２５日　９：００～１２：３０）
　Wｅｂ会議を秋田県担当でおこなった。

【議題と主な結果】
1．東北６県鍼灸師会情報交換
①令和４年度の事業報告について　　　　　　　　　　　　　
　昨年度につづき多くの師会がコロナにより事業の中止も
しくは延期となったが、研修事業や保険事業は一昨年より
活動できるようになった。
②会員への救済措置
　秋田県では会費の減免措置があったが、他県ではなかっ
た。宮城県では令和４年度は減少したが、令和５年度では
増えた。
③令和５年度の事業展開について
　コロナで延期になっていた東北鍼灸学会岩手大会、なら
びにその他の事業計画を実施予定とする。
２．日本鍼灸師会から
　以下、中村会長および小林副会長より説明される。
　・令和５年度事業計画について総会資料に基づき詳細に説
明

　・療養の給付の問題について中村会長から説明
３．東北ブロックからの要望
　・インボイス制度について会員が分かりやすいように説明
を望む

　・ハラスメント対策の料金について詳細を問う

２０２3年度 東北ブロック会議  報告
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鍼灸師養成大学における基礎・臨床研究の紹介

　臨床の現場において、灸がもたらす温熱刺激が、循環器疾
患をはじめとして運動器・消化器疾患などに対して効果をも
たらすことは知られています。また、先行研究において、市
販されている蒸気の温熱シートが自律神経活動を整え、心拍
数の低下を引き起こすことが報告されています。しかしなが
ら、灸のような生体の小さい部位一点に集中して温熱刺激を
与える治療手段が、心臓血管系にいかなる影響をおよぼすか
については検討されていません。そこで、我々の研究室では、
安全性の高い間接灸がもたらす急性的な温熱刺激が、ヒトの
心拍数と血圧におよぼす影響について調べました。
　図１が示すように、仰向けに寝た状態で３分間（１８０秒）
安静にした後に間接灸に火を点火したところ、間接灸をすえ
た場所の皮膚温度が上昇するに従って心拍数（左の図）が著
しく低下しました。その一方で、血圧（右の図）に変化は認
められませんでした。被験者１５名の心拍数の平均値は、安
静時の６３．０±７．８拍／分から皮膚温度が最も上昇した
時には６０．８±７．８拍／分まで低下することが明らかに
なりました。さらに、心拍数が低下した際には、副交感神経
活動（心身を緩和・鎮静状態に導く神経活動）が亢進してい
ることも確認されました。
　本研究の結果は、未だ科学的根拠が乏しい灸の生体におよ
ぼす効果について新たな知見を提示したと考えています。

文 献：Nakahara	H,	Kawai	E,	Miyamoto	T.	Acute	
effects	 of	 regional	 heat	 stimulation	 by	 indirect	
moxibustion	 on	 cardiovascular	 responses.	 The	
Journal	of	Physiological	Sciences.	2022;	72(1):	30.	
doi:	10.1186/s12576-022-00855-z.

　今回は森ノ宮医療大学の研究を２本ご紹介します。一本は灸による自律神経への影響について。施術時の説明に非常に役立つ内
容と思います。もう一本は診療ガイドラインについて。鍼施術の掲載内容に注視すべきであることを伝えています。

（広報普及ＩＴ委員会）

　診療ガイドラインは「健康に関する重要な課題について、
医療利用者と提供者の意思決定を支援するために、システマ
ティックレビューによりエビデンス総体を評価し、益と害の
バランスを勘案して、最適と考えられる推奨を提示する文
書」と定義されています（Ｍｉｎｄｓ診療ガイドライン作成
マニュアル２０２０	ｖｅｒ . ３．０）。医療の意思決定場面
において選択肢を示唆してくれる文書ですから、診療ガイド
ラインは厳格な過程を経て作成され、かつその質や内容が十
分に信頼できるものでなくてはなりません。そこで我々は、
鍼灸に関する推奨を掲載している国内の診療ガイドライン
が実際に十分な質を確保し、その推奨の内容は正確で妥当な
ものとなっているのか調査しました。
　その結果、２０２１年１０月の時点で１７の診療ガイドラ
イン［※章末参照］に推奨（「推奨しない」という記載を含
む）が記載されていました。これらの診療ガイドラインの作
成方法の質を６領域に分けて評価したところ、図２に示すよ
うに、その質は必ずしも十分ではないことが明らかになりま
した。また、既存のエビデンスが適切に反映されておらず鍼
を過小評価したものもありました。これらのことから、診療
ガイドラインであっても少なくとも鍼については、専門家を
含む第三者の評価を踏まえて注意深く読み取る必要がある
と思われます。

※	顔面神経麻痺診療の手引き－Ｂｅｌｌ麻痺とＨｕｎｔ症
候群－２０１１年版、筋萎縮性側索硬化症診療ガイドラ
イン２０１３、過活動膀胱診療ガイドライン [ 第２版 ]	
２０１５、線維筋痛症診療ガイドライン２０１７、日本
皮膚科学会円形脱毛症診療ガイドライン２０１７年版、
腰痛診療ガイドライン２０１９、非歯原性歯痛の診療ガ
イドライン	改訂版２０１９、上腕骨外側上顆炎診療ガイ
ドライン２０１９（改訂第２版）、間質性膀胱炎・膀胱

図1.	間接灸を用いた温熱刺激が心拍数および血圧に及ぼす影響の代表例（ｎ＝１）

森ノ宮医療大学 医療技術学部鍼灸学科
学科長・教授 中原英博

 森ノ宮医療大学 医療技術学部鍼灸学科・鍼灸情報センター
講師 大川祐世

（関西医療大学との共同研究）

間接灸を用いた急性的な温熱刺激が
心臓血管系におよぼす影響

鍼の推奨度が掲載されている
日本の診療ガイドラインの質評価

10 日本鍼灸新報 No.686



大学全景 附属鍼灸臨床センター（令和５年度より改称）

図2.	ＡＧＲＥＥⅠまたはⅡで評価した各種診療ガイドラインの各領域のスコア
（各領域とも左から本研究、現代医療、韓医学、中医学、腰痛）

痛症候群診療ガイドライン２０１９、女性下部尿路症状
診療ガイドライン	第２版２０１９、がんのリハビリテー
ション診療ガイドライン	第２版２０１９、耳鳴り診療
ガイドライン２０１９、過敏性腸症候群（ＩＢＳ）診療
ガイドライン２０２０、エビデンスに基づく助産ガイド
ライン	－妊娠期・分娩期・産褥期２０２０、慢性疼痛
診療ガイドライン	２０２１、脳卒中治療ガイドライン
２０２１、頭痛の診療ガイドライン２０２１

	 （ガイドラインは更新されていくため、すでに改訂版が
出版されたものがあります）

文 献：Okawa	 Y,	 Yamashita	 H,	 Masuyama	 S,	
Fukazawa	 Y,	Wakayama	 I.	 Quality	 assessment	
of	 Japanese	 clinical	practice	guidelines	 including	
recommendations	 for	 acupuncture.	 Integrative	
Medicine	 Research.	 2022;	 11(3):	 100838.	 doi:	
10.1016/j.imr.2022.100838.	

労災保険の募集について
　ひとり親方のあはき師も、労災保険に加入することができるようになりました。
　労災保険は、労働者の業務災害・通勤災害を補償する制度で、格安な費用で手厚い
補償が受けられます。治療費用の全額、休業４日目から基礎日額の８０％、障害等級
に応じた年金や一時金、死亡時にはご家族へ年金や一時金支給等のさまざまな補償が
受けられます。日鍼会会員の方は会員料金でのお申込みが可能です。
　ご加入を希望される方は、日本あはき師厚生会のホームページからお申込みくださ
い。労災特別加入のお申込みや、「こんな場合は加入できるの？」など労災保険に関す
るお問合せは、すべて日本あはき師厚生会へお願いいたします。同会ホームページか
らもお問合せ可能です。

E-mail：info@ahaki-rousai.jp ／ TEL：03-5944-9010 ／ FAX：03-5944-9020
（組織委員会）

https://ahaki-rousai.jp/
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令和５年度「厚生労働大臣免許保有証」
申請受付開始
令和５年７月１日 (土）～８月３１日 (木 )	

　「厚生労働大臣免許保有証」の申請受付を７月１日 ( 土 ) より開始しました。申請受付は年１回のため、受付期間
内に各都道府県鍼灸師会へお申込みください。

下記書類をダウンロードしてご準備ください。
　▶申請者用	手引き
　▶厚生労働大臣免許保有証
　　交付依頼申請書（A4）・写真貼付用紙（A4）
　▶申請書類チェックシート
　▶個人情報取扱同意書

まずは下図でご自身の申請区分をご確認ください。 ◆申請前の注意点◆
●	各種免許証を紛失している方
	 ⇒	「免許証の再交付」が必要です。
●	免許証の登録事項（氏名・本籍地等）に変更がある方
	 ⇒	免許証の「登録事項変更手続き」が必要です。
	 上記の手続きを済ませてから免許保有証の申請が可能
となります。

◆お問合せ先◆
（公財）東洋療法研修試験財団（03-5811-1666）
（公財）東洋療法研修試験財団ホームページ「免許登録
の案内」をご参照ください。
https://ahaki.or.jp/registration/guidance/

◆申請に必要な書類◆
　１）申請書・写真貼付用紙
　２）本籍地記載の住民票（原本１部）：６ヶ月以内に発行されたもの
	 個人番号（マイナンバー）の記載が無いのもの
　３）本人確認書類：マイナンバーカード・運転免許証など（申請者手引きＰ.１０参照）
　４）免許証のコピー：都道府県知事免許証をお持ちの方で、【新規申請】のみ提出
	 	 ※裏面に記載がある場合は、両面のコピーが必要となります。
　５）写　真	：パスポートサイズ　２枚（縦 4.5cm×横 3.5cm、縁なし）
　６）保有証返送用封筒：長３定型封筒（12cm× 23.5cm）に簡易書留郵送料４３４円分を貼付
　７）保有証のコピー：【書換え】・【更新】申請の方、表面のコピー
◆申請手数料◆　※支払方法につきましては、各都道府県鍼灸師会にお問合せください。
　　日本鍼灸師会会員：２，０００円（助成あり）
　　非会員および準会員：４，０００円
◆保有証の送付◆
（公財）東洋療法研修試験財団から交付を受け、日鍼会事務局で確認後、各都道府県師会事務所宛に令和６年３
月に発送を予定しております。

　（広報普及ＩＴ委員会）

詳細は、
日本鍼灸師会ホームページ
をご覧ください。

日鍼会保障プランのご案内
ご加入されている方のみが利用できるヘルスケアサポートが好評です！	

例年８月が募集締切りとなります。未加入の方はぜひ、今からご加入をご検討ください。

　「基本補償」 ：	遺族生活費、こどもの養育費、葬儀代などを保障するための制度です。
　　　　　　　事故による入院保障もついています。
　「医療特約」 ：	病気やケガによる入院・所定の手術を保障する制度です。

詳細につきましては、下記までお問い合わせください。
											E-mail：soshiki.jama@gmail.com			　件名：「日鍼会保障プラン」の件

（組織委員会）
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　地域ケア推進委員会では「地域ケアＺｏｏｍ行脚」という
会員参加型の意見交流会を令和４年度に２回、そして今年度
に入り１回、計３回開催いたしました。

　この事業は、鍼灸師・鍼灸師会の地域包括ケアシステムへ
の参入を目的に、各地域ですでに取り組んでいる地域ケア連
携の事例、また、地域ケア連携に関する疑問や困りごとなど
を、Ｚｏｏｍを用いて全国規模で行脚し共有していく取組で
す。今回は、３回の地域ケアＺｏｏｍ行脚の開催を通して得
たものと、これからの活動についてご報告いたします。
　第１回・第２回では、全国における地域ケア連携の取組の
共有をおこない、そのなかで他職種連携をしている職種と
して、地域包括センター職員・生活支援コーディネーター・
保健師・医師・歯科医師・ケアマネージャー・介護福祉士・
社会福祉士・ソーシャルワーカー・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・看護師・
歯科衛生士・管理栄養士・薬剤師・アスレティックトレーナー
などがありました。
　他職種連携のきっかけとして２例ほど挙げると、地域包括
支援センターが主催する「地域ケア会議 ( 連絡会 )」に参加
し他職種との関係性を築いた例。また、ケアマネとの連携か
ら地域のケアマネ会やサービス担当者会議に参加すること
でケアマネから患者の紹介を受けたり、反対に鍼灸師側から
施術時の患者の状態を鑑み、該当地域のケアマネに紹介した
りといった連携の報告もありました。いずれも大切なのは
「顔の見える関係の構築」です。そのような関係性を構築し
たうえで、他職種へ「施術報告書」などを提出し、信頼関係
を深めていくことが連携の第一歩であり、鍼灸の認知度向上
へとつながるのではと考えます。
　第２回地域ケアＺｏｏｍ行脚の開催後には、他職種連携を
進めていくうえで以下の課題が出てきました。
・マンパワーの問題（他職種連携を進めるにも師会員のマン
パワーが不足している）

・鍼灸師側の窓口問題（他職種から問い合わせがあっても体
制が整っていない）

・鍼灸師側の関心・認識問題（他職種連携に関する興味・知
識が乏しい）

　地域ケア推進委員会では、全国の各都道府県鍼灸師会に
「地域ケア担当者」を配置しました。今年８月開催予定の地
域ケア担当者会議にて、これらの課題について検討していこ
うと考えています。

３回の地域ケアＺｏｏｍ行脚開催を通じて
地域ケア推進委員会新事業

　第３回では、事前アンケートでいただいた他職種連携事例
について、連携のきっかけ、連携職種・他職種とのかかわり
方などをフォーマット化し、より〝見える化〟して共有しま
した。共有していくなかで、医師会への鍼灸に関する研修会
開催の予定や、作業療法士会へ鍼灸に関する動画を提供する
予定があるなど、さまざまな活動報告がありました。1回目、
２回目の地域ケアＺｏｏｍ行脚と違い、これからの活動予定
報告が多かった印象です。他職種の団体や行政も、それぞれ
が〝コミュニティ〟です。その中に鍼灸がどう入っていき、
どのように付き合っていくかが今後も課題であり、会員と共
有を深めたいと思います。

　第３回を行い、さらに以下のような取り組むべきことが見
えてきました。
・ビジョンの提示
　鍼灸が地域ケア連携の仕組みとして組み込まれたときの
姿・あり方。これは本来取り組んでいく時点で掲げておく
べきで、鍼灸師会として提示する必要があります。

・地域ケア連携の知識を熟知する
　日鍼会の他委員会と協力し、連携に関する研修などを開催
することで知識を会員に落とし込む。これらは地域ケア推進
委員会の枠を超えて取り組んでいかなくてはいけません。
　そのほか、行政や他職種などへの鍼灸を知ってもらう講
座内容の共有や、鍼灸師が実践している介護予防教室や健
康講話などの依頼経緯・内容の共有など、今後も地域ケア
Ｚｏｏｍ行脚の運営アイデアはたくさんあります。
　次回第４回地域ケアＺｏｏｍ行脚は、令和５年１１月の開
催を予定しています。地域ケアＺｏｏｍ行脚は、地域ケア連
携に興味のある方でしたら何度でも参加可能です。すでに取
り組んでいる地域ケア連携の事例、反対に障害となっている
ことや困っていること、地域ケアに対する疑問などを、ざっ
くばらんにお話ししましょう。
【これまでの出席者】１３３名（２９師会）
北海道・青森・宮城・福島・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・
東京・神奈川・新潟・富山・石川・山梨・長野・岐阜・静岡・
三重・京都・大阪・兵庫・島根・岡山・広島・山口・愛媛・
福岡・大分
　最後に、ご多忙のなか、ご参加いただいた先生方に感謝を
申し上げます。　　　（報告：地域ケア推進委員会	日野智之）
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ハラスメント相談窓口を開設しました

　かねてよりご要望のありました、「ハラスメント相談窓口」の設置が完了しましたのでお知らせいたします。
ハラスメントというデリケートな問題であることや個人情報保護の観点から、第三者機関に窓口を設けました。

公益社団法人	日本鍼灸師会

窓 口 機 関 吉田労務コンサルティング

窓 口 担 当 者 伊藤枝理子（社会保険労務士）

窓口電話番号 ０７０-８９１０-９０８８

窓口対応時間 平日（吉田労務コンサルティング営業日）
９時００分～１７時００分

対 象 者 日本鍼灸師会会員

相談可能範囲 施術所等の職場および鍼灸師会におけるハラスメント全般
※患者にかかわるハラスメントについては対象外です。

『日本鍼灸新報』メール送信のご案内

　社会的なＩＴ化の進行にならい、本会においてもペーパーレス化ならびに経費節減のため、２０２４年１月発行の『日
本鍼灸新報』新年号より、マイページにご登録のメールアドレス宛に、誌面郵送ではなくメールにて送信をさせていた
だきます。
　マイページで日本鍼灸新報送付先を「メール送信」とされている方には、移行期間として本号から誌面郵送ではなく
メールにてお送りいたします。つきましては、必ずマイページにメールアドレスのご登録をお願いいたします。
　なお、引き続き誌面での郵送をご希望の方は、マイページの日本鍼灸新報送付先で「自宅郵送」あるいは「治療院郵
送」を選択してください。メールアドレスをお持ちでない方には、誌面郵送にて対応させていただきます。
　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報普及ＩＴ委員会）

詳細は日鍼会ホームページ
（https://www.harikyu.or.jp/7952/）をご確認いただくか、
お問い合わせください。

（広報普及ＩＴ委員会）

・各都道府県鍼灸師会主催の行事や研修会、普及活動
　（比較的大規模なもの）
・社会活動や慈善事業、災害支援
・市民公開講座や出前授業
・綬章や著しい功績
・研究、意識調査、書籍発行
・国際貢献、国際会議
・多職種連携、医療連携
・その他アピールしたいニュース　など

プレスリリース対象ニュース

都道府県鍼灸師会の「プレスリリース」をお手伝いします。

　日本鍼灸師会では契約するプレスリリースサービスを通じ、ＴＶ局・新聞・雑誌・ニュースサイトなど最大１，０００名の
記者へ情報を発信しています。
　「プレスリリース」とは、報道発表資料のことです。企業や団体が、報道関係者に向けて自社のニュース	（＝新規
情報）を簡潔にまとめた文書のことを指します。日本鍼灸師会が主体でおこなう事業のほか、各都道府県鍼灸師会・
会員個人の活動も発信を始めています。皆さんの活動を世の中にアピールしませんか？！
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　第７２回（公社）全日本鍼灸学会学術大会神戸大会が
「鍼灸学の次代展望－経験から学び、持続可能なエビデ
ンスをつむぐ－」と題して、２０２３年６月９日（金）
～６月１１日（日）の日程で神戸国際会議場にて開催さ
れました。この大会では危機管理委員会から２名が、災害
やリスクマネジメントについての発表をおこないました。

　６月１０日（土）１０時からおこなわれたパネルディス
カッション「災害を学び・災害に備える」では地震予知研
究について、静岡県立大学客員教授	長尾年恭先生の講演を
皮切りに、日本災害鍼灸マッサージ連絡協議会（ＪＬＣＤ
ＡＭ）のメンバーを中心にそれぞれが発表をおこないまし
た。本委員会委員長	矢津田も「鍼灸マッサージ業団による
災害支援活動の経緯とＤＳＡＭの成り立ち」と題して講
演をおこない、その後、出演者全員で鍼灸マッサージ師
による災害支援をテーマにディスカッションをおこない
ました。最後に、来年の全日本鍼灸学会学術大会宮城大会
の会頭を務められる東北大学の高山真先生より、次回から
も災害についてのシンポジウムを継続していく旨のお話が
ありました。

　また同日、「鍼灸治療の安全性	Ｕｐ	ｔｏ	ｄａｔｅ	～医
療機器としての鍼灸を見つめ直す～」と題したイブニング
セミナーが開催され、有害事象の現状などが報告されまし
た。

　翌１１日（日）、９時からの一般口演では「リスクマネジ
メント研修会受講者アンケート調査報告」という演題で、昨
年度に危機管理委員会でおこなったリスクマネジメント研
修におけるアンケート調査で得られた、さまざまな興味深
いデータを本委員会の今村頌平委員が発表しました。質疑
応答では、九州看護福祉大学の学生はじめ会場内では活発
な質問が飛び交い、聴講者のリスクマネジメントへの関心
の高さがうかがえました。その後、別会場でおこなわれた
安全性委員会ワークショップに参加し、危機管理委員会委
員からもいくつか質問をし、安全性委員会と本委員会との
連携をますます発展させていけるよう要望しました。
　新型コロナ５類移行後のためかどの会場も大賑わいで、
参加されている方々の表情もどこか楽しげであるのが印象
的な学会でした。

（報告：危機管理委員会	矢津田善仁）

「賛助会員」募集中です！
　日本鍼灸師会の活動にご賛同される方はどなたでもご登録いただけます。
　詳しくは、日本鍼灸師会ホームページの下記ページをご覧ください。

https://www.harikyu.or.jp/join/memberlist/
　
　はり師きゅう師以外の方で日本鍼灸師会の情報（各講習会等）が欲しい、講習を受講したいという方、また、
会員向けの広告をお得に掲載したい個人や企業の方がおられましたら、ぜひお勧めください。										（組織委員会）

第７２回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 神戸大会 レポート
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かすみがうらマラソン２０２３ ボランティア活動報告
　２０２３年４月１６日（日）、茨城県土浦市で開催され
た「かすみがうらマラソン２０２３」に、（公社）茨城県
鍼灸マッサージ師会（以下、茨鍼師会）とともにボランテ
ィア参加しました。
　茨鍼師会と茨城県鍼灸師
会は、４年前の茨城国体に
おいて「スポーツ鍼灸マッ
サージいばらき（通称：ス
ポいば）」で協働した経緯
があります。しかし、これ
まで茨鍼師会は視覚障が者
を中心としたマッサージ施
術を主な活動とし鍼灸での
活動経験がなかったため、
「つくばマラソン」「守谷
マラソン」など多数参加経
験のある茨城県鍼灸師会に
鍼灸施術の協力要請をいた
だき、それに応じる形で参
加することになりました。
活動内容
　３年前に茨鍼師会とは別ブースで鍼灸施術をおこない、
その時は１３０名のご利用がありました。今回はテント４
張を用い、２.５張をマッサージ、１.５張を鍼灸に分割し、
鍼灸はベッド４台、施術者９名、鍼灸学生１名（受付）の
１０名体制で臨みました。
　午前９時２０分に「１０マイルの部」がスタートし、１０
時前後からゴールしたランナーのご利用が始まり、７対３で
マッサージ希望者が多い中、鍼を希望して来場される方が
合計７９名という結果になりました。

　　
　

　鍼灸未経験者が半数以上でしたが、なかには普段から鍼灸
で体調管理をしているというランナーもいました。各鍼灸師
会でスポーツ鍼灸に取り組むケースが増えてきているた
め、スポーツ愛好家のなかには、確実にパフォーマンス
向上の手段として鍼灸を利用する指向が増えているとい
う実感を持ちました。

　利用者のなかには「こんな刺激なのに痛い肩が挙がるように
なった」「歩くのもつらかった膝の痛みが、痛みはあるが歩け
るようになった」という感想もあり、ブース内は施術者とラ
ンナーとの間で、終始和やかで楽しい声が飛び交い、盛り
上がりをみせていました。術式に関しては、セイリン社製パ
イオネックス０.６、０.９貼付および適宜豪鍼単刺術を使用
しました。午後３時ごろから夕立ちに見舞われ、活動の終了
を余儀なくされました。

受付　大山道子保険部長（左）　大山結子さん（東京有明医療大学）

施術風景１
榊知尋副会長（チームリーダー、手前）

施術風景２
張替健志学術部長（左）

施術風景３
山下香奈子先生

ボランティアメンバー全員 茨城県鍼灸師会参加メンバー

（報告：茨城県鍼灸師会	坂本一志）日本鍼灸新報 No.68616



　長野県針灸師会の池田良一先生が、令和５年４月２９日、春の叙勲で旭日双光章を受章されました。

　池田先生は長野県針灸師会において、会長・青年部長・渉外部長・北信支会長・専務理事・会の訪

中団副団長３回・日本鍼灸師会議長・日本鍼灸師会臨床指導員合格１号・県保険針灸マ会会長・長野

オリンピック奉仕施術団ケアマネージャー・長野県スポーツ鍼灸師制定委員・信州大学医学部学術講

習会幹事・厚生大臣指定講習会幹事など、多くの事業に多大な功績を残されました。

　５月１２日に天皇陛下の拝謁を受け、秋には長野県針灸師会において祝賀会を予定しています。　　　　　　　　　　

（報告：長野県針灸師会	塩澤好三）

池田良一先生 旭日双光章を受章

準会員 大募集中 ！
鍼灸学校学生、鍼灸免許取得３年以下、鍼灸学校専任教員の
皆さまにご入会いただける日鍼会準会員を募集しています。

お知り合いで上記条件に該当する方がいらっしゃいましたら、ぜひ、日鍼会準会員へご入会をお勧めください。

詳しくは、日鍼会ホームページにて	「日本鍼灸師会　準会員」	とご検索ください。

※都道府県師会の会員募集活動にも、日鍼会準会員制度をご活用ください。ご不明な点は、日鍼会組織委員会までメー
ルにてご相談ください。また、日鍼会の紹介動画を作成しましたので、ご希望の師会はご連絡ください。

　　　　　　E-mail：soshiki.jama@gmail.com 　件名：「準会員」の件
（組織委員会）

そのほか特典満載！

・年会費が無料です。
・日鍼会の賠償責任保険に加入が可能です（免許取得者のみ）。
・日鍼会のｅラーニングを無料で受講可能です。
・日本あはき師厚生会を通じて労災保険に会員料金で加入できます。

主な特典

（公社）日本鍼灸師会Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
https://www.instagram.com/nihon_89.official/

（公社）日本鍼灸師会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/profile.php?

id=100057107634076

日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ・Facebook のご案内
　鍼灸関連の情報をすぐにお届けするために、日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍをおこなっています。
鍼灸に関するお知らせ、鍼灸師の日常に関する身近なことなど、さまざまな内容を発信したいと思います。
お気軽にフォローをお願いします。
　また、Ｆａｃｅｂｏｏｋでも、テレビ番組、研修会、健康サポートや東洋医学に関することなどを情報配信しています。
そちらもぜひ、チェックしてみてください。

（広報普及ＩＴ委員会）
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■物故者７名　謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

宮　城 樋口　秀吉 R5.		5.25(69 歳 ) 千　葉 塩野谷　榮子 R5.		5.		8(75 歳 )

東　京 鳥巣　哲郎 R5.		5.24(81 歳 ) 愛　知 長岡　亨 R5.		5.22(66 歳 )

香　川 芳村　英 R5.		3.		2(47 歳 ) 長　崎 林　　堯 R5.		6.23(78 歳 )

熊　本 城　範昭 R5.		5.23(74 歳 )

■入会者３７名　ようこそ日本鍼灸師会へ。ご活躍を期待しております。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

岩　手 菅原　朋子 東　京 五十嵐　美佳 愛　知 下瀬　紀男

岩　手 堀　　優貴 東　京 内田　桃子 愛　知 日比谷　雷太

宮　城 小野寺　有沙 東　京 奥田　圭子 滋　賀 岡崎　利彦

宮　城 賀川　慶吾 東　京 唐田　聖士 滋　賀 近藤　直樹

宮　城 佐藤　美和 東　京 坂本　映理 広　島 竹本　修章

宮　城 高木　康太郎 東　京 佐藤　麻美 長　崎 椎山　立太

福　島 鈴木　梨夏 東　京 志村　栄子 長　崎 竹内　建太郎

茨　城 針谷　千波留 東　京 寺田　由佳里 長　崎 藤田　高英

埼　玉 小山　晃 東　京 半田　暉規 大　分 三浦　香織

埼　玉 鈴木　嘉優 新　潟 岸田　みち江 大　分 森　一生

千　葉 齊藤　正昭 石　川 東川　博一 鹿児島 南津　宝子

千　葉 菅山　郁雄 長　野 新井　利大

千　葉 渡邊　悠紀 長　野 飯塚　大賀

会員の異動（２０２３年４月１日～ ６月３０日）

販売価格は、５０部で１，０００円です。※別途、消費税・送料がかかります。
ご注文は日本鍼灸師会事務局宛に、メールまたはＦＡＸでお願いいたします。

　日本鍼灸師会 事務局 E-mail:info@harikyu.or.jp ／ FAX:03-5944-5087
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健保委員会）

「はり・きゅう保険ガイド」改訂のお知らせ
「はり・きゅう保険ガイド」の同意期間と署名の説明部分を改訂しました。

（外面） （内面）
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日鍼会 会務報告（2023年 4 月 1 日～ 6 月 30 日）

 4月
４日（火） 日本あはき師厚生会令和４年度２月・３月経理精算（前田
事務所）、日本あはき師厚生会令和４年度監査会（日鍼会会議
室）、学術・研修委員会合同会議（Ｗｅｂ会議）

９日（日） 新潟医療福祉大学リハビリテーション学部鍼灸健康学科
開設記念披露会（同大学健康学科Ｕ棟）

１０日（月） 第１回組織委員会（Ｗｅｂ会議）、日マ会実務者との
協議（Ｗｅｂ会議）、「鍼灸電子カルテ参照仕様の策定に関する
会議」第１１回作業部会（Ｗｅｂ会議）

１１日（火） 第１回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１２日（水） 第１回業務執行委員会（Ｗｅｂ会議）
１３日（木） manaableキックオフミーティング（Ｗｅｂ会議）、
『スラムダンク』の取材（健康ハウス・タカダ）

１４日（金） 未病戦略を考えるＷＧのための準備会議（Ｗｅｂ会議）
１７日（月） 危機管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１８日（火） 東京海上日動火災保険新担当者挨拶対応（日鍼会会議
室）、日本あはき師厚生会理事会（Ｗｅｂ会議）、４団体実務者
会議（Ｗｅｂ会議）

２１日（金） 厚生労働省保健局医療課との会議（厚生労働省）
２４日（月） Ｃａｒｅ	Ｓｈｏｗ	Ｊａｐａｎ	２０２４日鍼会ブース出展について
（日鍼会会議室）

２６日（水） 第２９５回実務者協議（厚生労働省）、機能訓練指導
員養成講座終了者との懇話会・情報収集（Ｗｅｂ会議）

２７日（木） manaable操作説明会（第１回）（Ｗｅｂ会議）

 5月
１日（月）	危機管理委員会会議および災害支援鍼灸マッサージ師合
同委員会（ＤＳＡＭ）会議（Ｗｅｂ会議）

２日（火）	厚生労働省保健局医療課との打合せ（厚生労働省）
７日（日） 広島大学病院訪問（広島大学病院漢方診療センター）
１０日（水） 正副会長・健保委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１１日（木）	第２回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１３日（土） 監査（日鍼会会議室）、未病戦略を考えるＷＧの進行
に関する会議（長谷川氏事務所／本駒込）

１４日（日） 第１回理事会（としま区民センター）
１６日（火） 第２回日本あはき師厚生会理事会（Ｗｅｂ会議）
１８日（木） manaable操作説明会（ブロンズ～シルバー）（Ｗｅ
ｂ会議）

１９日（金） 厚生労働省保健局医療課との打合せ（厚生労働省）、
ＪＩＭＴＥＦ災害医療委員会（Ｗｅｂ会議）

２２日（月） 第２回組織委員会（Ｗｅｂ会議）
２４日（水） 第２９６回実務者協議（厚生労働省）、第１回役員
選挙管理委員会（日鍼会会議室）

２５日（木） manaable導入のための戦略会議（Ｗｅｂ会議）、第
３回地域ケアＺｏｏｍ行脚（Ｗｅｂ会議）、「漢方ＪＰ」主宰者
とのＷｅｂ面談（Ｗｅｂ会議）

２６日（金）東洋療法研修試験財団との会議（施術管理者研修）
（Ｗｅｂ会議）、危機管理委員会ＤＳＡＭ基礎講座他につい
てのミーティング（Ｗｅｂ会議）

２７日（土） 全国病院理学療法協会創設７５周年記念式典と祝賀会
（茨城県南生涯学習センター、ホテルグランド東雲）

２８日（日） 日マ会会長と会談（ダイワロイネットホテル）、滋賀
県師会法制化５０周年記念式典祝賀会（ホテルニューオウミ／近
江八幡市）

２９日（月） 山正訪問（山正／滋賀県長浜市）
３０日（火） 第１回あはき等法推進協議会（全鍼師会・ハイブ
リッド）、未病戦略を考えるＷＧの進行に関する会議（Ｗｅ
ｂ会議）

３１日（水） 第１７回国民医療推進協議会総会（Ｗｅｂ会議）、第
１回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）

 6月
１日（木） エビデンス構築のための鍼灸研究者との会議（千里ライ
フサイエンスセンター）、第１回青年委員会会議（Ｗｅｂ会議）

８日（木） 第２回manaable導入のための戦略会議（Ｗｅｂ会議）、
第３回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）、サーバー移行打
合せ会議その１０（Ｗｅｂ会議）

９日（金） 全日本鍼灸学会顧問参与会議・鍼灸学術団体会議（神戸
国際会議場）

１０日（土） 第７２回全日本鍼灸学会神戸大会の情報収集（１１日
迄）（神戸国際会議場）、第７２回全日本鍼灸学会神戸大会開会
式祝辞（神戸国際会議場）、第７２回全日本鍼灸学会神戸大会懇
親会（神戸ポートピアホテル）

１１日（日） 日本あん摩マッサージ指圧師会第１１回通常総会参列
（ハートンホテル京都）

１５日（木）	manaable操作説明会（ゴールド）（Ｗｅｂ会議）、代
議員総会における副議長予定者との打合せ（Ｗｅｂ会議）

１６日（金）	オンライン資格確認システム説明会（Ｗｅｂ会議）
１７日（土）	第７３回日本東洋医学会学術総会（福岡国際会議場）、
代議員総会における副議長予定者との打合せ（日鍼会会議室）

１８日（日） 定時代議員総会（ステーションコンファレンス万世
橋）、第２回理事会（ステーションコンファレンス万世橋）

１９日（月） 第３回理事会（ステーションコンファレンス万世橋）
２０日（火）	第１回灸規格委員会ＷＧ会議（Ｗｅｂ会議）
２５日（日）	令和５年度東北ブロック会議（Ｗｅｂ会議）
２６日（月）	１階リーシングについての協議（日鍼会会議室）、第
１２回「鍼灸電子カルテ参照仕様の策定に関する会議」作業部会
（Ｗｅｂ会議）

２８日（水）	法人会計に関する会議（日比谷公園内コーヒーショッ
プ）、第２９７回実務者協議（厚生労働省）

２９日（木）	第３回manaable導入のための戦略会議（Ｗｅｂ会議）
３０日（金）	第１０回電子カルテ参照仕様の策定に関する会議（Ｗ
ｅｂ会議）

［会員］マイページ機能 新設のお知らせ
　研修委員会では、ｅラーニングコンテンツの有料配信システムの一部を転用し、［会員］マイページ機能を新設しました。
　［会員］マイページは、日本鍼灸師会会員のための、個人専用のインターネットサービスです。ご登録をいただくと、
会員の皆さまの登録基本情報、研修受講履歴（ＮＧＫシステム利用者）、日本鍼灸新報送付先、労災保険・賠償保険の
加入状況、鍼灸ネットへの登録状況の確認が可能となり、ご自身で個人情報の変更も可能です。
　２４時間３６５日、いつでも無料でご利用いただけますので、ぜひご活用ください。

（研修委員会）

賠償責任保険のご案内
　日本鍼灸師会では、三井住友海上火災保険（株）と東京海上日動火災保険（株）、２社の賠償責任保険を取り扱って
います。都道府県師会ごとに、どちらかの保険会社となります。保険会社の変更を希望される師会は、ご連絡ください。
　また、２０２３年度（２月始期）の東京海上日動火災保険の賠償責任保険を申し込まれた方は、お手元の「加入者証」
の内容を必ずご確認ください。「加入者証が届いていない」「せっかく３億円補償プランを申し込んだのに金額が間違え
ている」「オプションでサイバー補償をつけたはずなのについていない」等ありましたらご連絡ください。

															E-mail：soshiki.jama@gmail.com　					件名：「賠償責任保険」の件
（組織委員会）
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編集後記
　このたびの役員選挙により、２０１９年７月１日発行の「第
６６９号」から４年にわたる『日本鍼灸新報』の編集も実務
から離れることになり、達成感とともに寂しい気持ちもあり
ます。前任者の一見元業務執行理事から引き継いだときは、
このように緻密でたいへん難しい会務が自分にできるのかと
不安であったことを思い出します。そのなか、一見元業務執
行理事にご指導をいただき、広報普及ＩＴ委員会の廣橋委員・
佐合委員・端場委員、事務局の岡田事務局長・樋口事務局職員・
堀部事務局職員・瀬尾事務局職員、そして多くの方々のご協
力のおかげで、今日まで進めてくることができました。さら
に、株式会社キューアイ・マネージの石井様には多大なるサ
ポートをいただきました。
　日本語というのは難しい言語であり、校正・校閲をするこ
とで、正しくわかりやすく読みやすい文章表現を心がけてま
いりましたが、行き届かない点などご了承くださいますよう
お願い申し上げます。この会務をとおして、多くの方々と出
会い、膨大な日本語に真剣に向き合うことで言葉の重要さを
学ぶことができました。
　最後に、原稿をご作成いただいた方々、読んでくださった
皆さまに、お礼と感謝しかありません。誠にありがとうござ
いました。今後とも『日本鍼灸新報』をご愛顧くださいます
ようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　

　　（児山俊浩）

　「これ、あげる」	と妻から数か月前に手渡されたのは、表
紙がこげ茶色をしたハガキ大の小さなノート。数ページ程度
の薄いつくりで、書込みができそうなものでした。ビニール
袋にくるまれた表紙には、白字で控えめにＮＯＴＥＢＯＯＫ
と書かれ、その上部に鍵のマークが印刷されています。なん
だろう？とビニールをはがしノートを開くと、1ページが上
下段に分けられそれぞれの段に、【サイト名】【ＩＤ／ユーザー
名】【パスワード】【メールアドレス】【メモ】と記載された
項目が並んでいます。「これ書いておいて。何もわからない
のは困るから」	・・・つまりは私にもしものことがあった時、
事後対応に困るからとのこと。ちょっと驚きましたが「確か
にそうだよねぇ…」。
　人生100年時代とはいえ、信長の頃ならばすでに寿命と
なる年齢をいくらか越えております。目まぐるしい世の中、
いつなんどき何が起こるかわかりません。昨年は内科のお世
話になったので、それもきっかけなのかなと。家庭内危機管
理も大切、それならば致し方ないと少しずつノートを埋めて
おります。ちなみに「読めるよう丁寧に書くこと」と釘を刺
されたのは言うまでもありません。パソコンで打ち込めば読
みやすくてよいかと思うのですが、あえて肉筆で書いておき
ましょう。
　なんだか終活感にあふれていますが、まだまだ元気に働き
遊びます！

　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐合基樹）

公益社団法人

年月日（曜日） 代議員総会 理　事　会 全国師会長会議

	 ８月27日（日） ○

	 11月１2日（日） ○

	 12月		3 日（日） ○

２０２4年			１月28日（日） ○

	 ３月24日（日） ○

■全国ブロック会議予定
ブロック名 開催予定日 開　催　地

北 	 海 	 道 ９月 ３日（日）　　　　　　 北	海	道

東 海 北 陸 						１０月 ８日（日）・ ９日（月・祝）		 富 山 県

近 　 　 畿 　９月２３日（土）・２４日（日）	 大 阪 府

中 国	 	・ 四 国 　		９月１７日（日）・１８日（月・祝） 徳	島	県

九 　 　 州 ９月 ９日（土）・１０日（日）	 長 崎 県

■関連行事
会議等名称 開催予定日 開催予定地

全国学術部長会議 ９月 オンライン開催
第18回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ近畿 	 10月 21日（土）・22日（日）			 スターゲイトホテル関西エアポート
認定機能訓練指導員実務者研修会
(ベーシックコース ) 	７月 29日（土）・30日（日）	 日本柔整会館（東京都台東区）

第６回DSAM災害支援鍼灸マッサージ師
合同育成講習会 ７月３０日（日）　 中和医療専門学校 (愛知県稲沢市 )

※第１９回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ福岡：２０２４年１０月２６日（土）・２７日（日）（みらいホール＆カンファレンス／福岡県福岡市）

※予定のため変更になる場合もあります。

２０２３年度行事予定
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受付開始日：10/16（月）～
※受付日前のお申込みはお受付できませんのでご注意ください。

受付は「セイリンHP」からお申込みのみとなりますので、ご注意ください。

https://www.seirin.jp

※10/16（月）朝8：00からアクセスできます。

セイリン株式会社

●販売価格

1部300円、10部単位 でのみ受付いたします。

※価格維持のための努力を続けてまいりましたが、資材等の諸経費高騰により価格を
改定させていただくこととなりました。何卒、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

●お申し込みにあたっての注意事項
1）10/16（月）より先着順にて受付し、11/6（月）より順次発送いたします。

2）入金完了後の発送となります。申込後すぐの発送ではございませんのでご注意ください。
お支払いは、クレジットカードまたはコンビニ決済となります。

3）限定部数のため、無くなり次第終了いたします。

4）電話またはFAXでの受付は一切できません。セイリンHPにてお申込みください。

5）部数、お申込み回数に限らず送料無料となります。

6）1件のご注文に対し、1送付先とさせていただきます。

7）受付後のキャンセルは出来かねますのでご了承ください。

2024年セイリンオリジナルカレンダー

販売についてのご案内
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お申込み
お問合せ

経絡治療家への道【脉診を臨床に】

経絡治療は診断＝証決定が行われれば即治療が進められる。つまり正確な証決定とその
手技手法の適切さが重要である。第Ⅰ部では初学者でも実践できるよう、診察・診断・
脉診そして治療を詳細に述べ、第Ⅱ部ではより奥深い治療理論と技術の修得を目指す。

古野 忠光 著／ A5判／360頁／5,500円（本体5,000円＋税）

お
も
な
内
容

第Ⅰ部　脉診による経絡治療臨床実践講座
　　　　（東洋医学の疾病観／脉診の概要／六部定位脉診による証決定／五臓の正脉とその臨床運用 他）
第Ⅱ部　経絡治療臨床理論及び技術編
　　　　（生理物質／陰陽学説／五行学説／蔵象学説／治療法則と臨床実践／経絡治療による治験集 他）

実用鍼灸治療学 鍼灸師のためのABC理論
ちゃんと打てばちゃんと効く、鍼治療の醍醐味を知れば誰だって鍼のトリコになるはず。
しかし実際はまともに鍼を打つこともなく諦めている鍼灸師が多いのが現状。基本治療
を「a, b, c」の３つのキーワードに分類し、図版を多用してわかりやすく解説する。

中野 保 著／ B5判／184頁／3,850円（本体3,500円＋税）

お
も
な
内
容

第１章　二天堂式ABC理論の解説
　　　　（１. 基本治療の解説／２. 二天堂式ABC理論：3つのエリア、神経枝、フロントコア、生体反応 他）
第２章　具体的な臨床モデル（腰痛／肩こり・頭痛／坐骨神経痛）
第３章　対談形式によるＱ＆Ａ（治療のスタイル・考え方／治療について／後進の育成）

た に ぐ ち 書 店 TEL.03-3980-5536
FAX.03-3590-3630

WEBSHOP 

たにぐち書店.com〒171-0014 東京都豊島区池袋 2-68-10

筋活性化研究会は、各専門分野の研究者や臨床家が、骨格筋についての
正確な知識と治療法などを探求・共有しともに成長することを目的とし
たオンラインコミュニティです。 
 

これからの時代を生き残る為の手法

根拠に基づいた、正しい治療法が全てを解決します。 
新しい学びに触れたい方はぜひ！ 

筋活性化研究会 
会長 中辻 正 https://renewing-online.com 

日本鍼灸新報 No.686 23



森ノ宮医療学園出版部　出版物のご案内

〒537-0022　大阪市東成区中本4-1-8
https://book.morinomiya.ac.jp

ご注文・お問い合わせは出版部まで

TEL 06-6976-6889 FAX 06-6973-3133
koudoku@morinomiya.ac.jp

創刊号 伝統医療と国際標準
第２号 あはきと診療ガイドライン　
第３号 あはきと「医業類似行為」
第４号 あはきと費用対効果　
第５号 ｢モクサアフリカ」とは何か　

第６号 患者さんの権利について　
第７号 あはきQ&A　 
第８号 あはきの近未来　
第９号 伝統医療のことばを探す
第10号 あはき現代史と私

定価：998円（税込・送料別）バックナンバー全巻セット8,800円（税・送料込）

あはきの今を知り、未来を考える

『Tehamo』は、「て」「はり」「もぐさ」
を意味します。あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師の皆さまに向け
て情報を発信していくこと、そして医
療者の皆さまや患者さんたちとつなが
るツールを目指しています。

関節リウマチの治療とQOL/慢性の痛み対策基本法案とは
｢痛み｣へのアプローチ/国際標準キャッチアップ
睡眠障害を治療する/あはきと視覚障がい
帯状疱疹・帯状疱疹後神経痛の治療とQOL/あはき業界マップ
Long COVIDのケア&キュア/WEBから見たあはき・2022年秋
訪問治療/往療と東洋医学/あはきの宣伝/広告と広報
難病への東洋医学的アプローチ/あはきのリアルワールドデータ

定価 2,310円（税込・送料別）　定期購読 年3冊 5,979円（税・送料込）

（2021年6月より『鍼灸OSAKA』と『あとはとき』の内容を踏襲し新雑誌『Tehamo』に
リニューアルしました）

No.111 お灸の再生
No.112 鍼灸院に求める｢スタンダード｣とは
No.113 原因不明の腰痛を治す
No.114 瞑眩、それとも鍼あたり？
No.115 今こそ『補腎』！
No.116 往診・往療・出張施術
No.117 刺絡2－次世代へ向けて－
No.118 社会鍼灸学と鍼灸社会学
No.119 新たな国民病、慢性腎臓病への
　　　　鍼灸治療
No.120 WFASがやってくる
No.121 触診力をつける
No.122 プライマリ・ケアと鍼灸
No.123 産前産後の鍼灸治療【PDF版】
No.124 鍼灸とボランティア・NPO

No.125 依存症への鍼灸治療
No.126 伝統医療振興基本法(仮称)を考える
No.127 パーキンソン病とQOL
No.128 鍼灸研究の最前線

No.130 私の得意穴
No.131 終末期・高齢者をみつめる緩和ケア
No.132 難治性腸疾患へのケア
No.133 女性の健康寿命をアップする
No.134 点灸と道具を使ったお灸
No.135 未来へ向けて、小児鍼治療
No.136 耳鼻咽喉科疾患を治療する【PDF版】
No.137 膝の痛みと手の痛み
No.138 冷えと冷え症－鑑別と治療－【PDF版】
No.139 眼科疾患への治療
　　　　－鍼灸・漢方・マッサージ【PDF版】

No.129 ｢五十肩｣と｢いわゆる五十肩」

定価：133号まで2,136円（税込・送料別）134号～139号2,310円（税込・送料別）PDF版1,833円

鍼灸臨床専門誌

創刊号
2号
3号
4号
5号
6号
7号
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カカーーボボ鍼鍼灸灸針針  イイーーハハリリデディィススポポ鍼鍼  ヤヤンンイイーーミミニニ  
圧倒的コスパ！イーハリディスポ鍼 NRJ10R ＠5.4円(税別) 取扱い再開しました！

オンラインストア新規会員登録で500ポイント進呈中！  https://yangyi.co.jp

有限会社ヤンイー貿易 兵庫県神戸市垂水区日向2 6 29 078 742 7068

※室内の温度設定約25℃の場合

設定温度59～63℃
燃焼時間約7～8分

ハード

設定温度 49～53℃
燃焼時間 約6～7分
※室内の温度設定約25℃の場合

ソフト
ユニコ らくらく灸

※室内の温度設定約25℃の場合

設定温度57～60℃
燃焼時間約7～8分

レギュラー

W80mm×H120mm

日本鍼灸新報 _広告掲載 CMYK
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詳
細
は
こ
ち
ら
→
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